
Tel.0235-28-2911

山形大学農学部総務課
企画広報室

《お問い合わせ先》

《注意事項》
当講座の様子については、写真撮影の上、各種広報誌Web上等に掲載することがありますので予めご了承願います。
顔写真の撮影等につき特段のご要望がある場合は、担当職員にお申し出ください。

山形大学農学部公開講座

2019年

10月3日（木）〜31日（木）
※全5回

★第1回 10月3日（木）
「『タマゴ』の世界へようこそ」 教授 堀口 健一

★第2回 10月10日（木）
「地域定住農業者育成事業の現段階」 教授 小沢 亙

★第3回 10月17日（木）
「江⼾以前の御来光について」 客員教授 前田 直己

★第4回 10月24日（木）
「ICT技術を活用した近未来の稲作生産システムの開発」教授 藤井 弘志

★第5回 10月31日（木）
「キメラのはなし」 助教 鍋島 朋之

農学とは、衣食住との関わりをベースとし、人類の生存、生活
に貢献することを目標とした総合科学です。
本講座では、さまざまな分野からのアプローチで農学を紹介し、
最新の研究についてわかりやすく解説します。
事前申込みは不要です。興味のあるテーマがありましたら、
お気軽にお越しください☆

時間 18：00〜19：30
場所 山形大学農学部102講義室

（山形県鶴岡市若葉町1-23）
受講料 無料（事前申込み不要）



開講日 講義テーマと概要 担当教員

 <第１回>
10月3日(木)
102講義室

「『タマゴ』の世界へようこそ」
　私たちが利⽤する畜産物のなかで、タマゴ（鶏卵）は最も⾝近な⾷材ではないでしょうか。タ
マゴは私たちに必要な栄養素をバランスよく含んでいる⾷品であり、私たちの⾷⽣活を豊にしてく
れます。美味しくて、豊富な栄養を含み、物価の優等⽣であるタマゴについて、Ｑ＆Ａ（⼀問
⼀答）⽅式で紹介していきたいと思います。知っているようで知らないタマゴの世界をお楽しみく
ださい。

　教授   堀口　健一

<第２回>
10月10日 (木)
102講義室

「地域定住農業者育成事業の現段階」
　2016（平成28）年からスタートした地域定住農業者育成事業も４年⽬を迎え、主要事
業の「⾷と農のビジネス塾」の受講者は約80名、気軽に集い意⾒交換･情報交換をする場
「庄内アグリユース」には91名が集うようになりました。これまでの取り組みの経過と今後の展開
を紹介します。

　教授　小沢　　亙

<第３回>
10月17日 (木)
102講義室

「江⼾以前の御来光について」
　世界で最初にブロッケン現象に名前をつけたのは、出⽻三⼭の修験者だった︖︕俳⼈・松尾
芭蕉が奥の細道で出⽻三⼭に修⾏に⼊った際の⾨⼈、曽良の随⾏⽇記に着⽬し、⼭岳信仰
と歴史について昨年度に引き続き読み解いていきます。
※ブロッケン現象︓⾼⼭に登った際、登⼭者⾃⾝の影が太陽を光源にして霧や雲に映る現
象。⾶⾏機の影が雲に映ることや、影の周囲に虹のような光の輪が現れることがある。

客員教授 　前田　直己

<第４回>
10月24日(木)
102講義室

「ICT技術を活⽤した近未来の稲作⽣産システムの開発」
　稲作の現状の実態（課題）を知り、昔からの変化を知り、近未来の農業を考え、必要な準
備をすることが重要です。本講義では、最新のICT技術を利⽤した稲作⽣産システムの開発に
ついてお話しします。

　教授　藤井　弘志

<第5回>
10月31日 (木)
102講義室

「キメラのはなし」
　私たち⼈間の体に含まれる細胞は、基本的に全て同⼀の遺伝情報を持っています。
これは植物においても同様ですが、時に遺伝情報が異なる細胞が複数種混在して植物体が成
⽴することがあり、これをキメラと呼びます。本講義ではキメラの成り⽴ち、⾝の回りにあるキメラ、
⾒分け⽅を解説します。

　助教　鍋島　朋之
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